


研究の目的 

 健全母性育成は結婚してからでは既に遅<、思春期や学童期から適切な対策や指導が行わ

れるべきことは言うまでもない。思春期の今日像は、十代妊娠、性病、心身症、各種逸脱

行動が医学的、社会的、教育的問題を惹起しており、これらが健全な母性の育成に対し障

害因子となっているリスクは見逃す事ができない。この点に課題をしぼり、青少年女性の

実態を調査し、今後の健全母性育成の指針を求めることを目的として研究を実施した。 


